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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

群
馬
教
区
宗
務
所
長

三
浦
　
祐
俊

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
麗
し
き
平
和
を
重
ね
て

い
く
新
し
い
時
代
、
令
和
二
年
の

希
望
に
輝
く
新
春
を
迎
え
、
檀
信

徒
の
皆
様
に
は
ご
清
祥
に
て
お
過

ご
し
の
こ
と
と
拝
察
慶
賀
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
儀
、
昨
年
秋
の
群
馬
教
区
役

職
員
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
に
当

た
り
、
再
度
各
位
の
御
信
任
を
賜

り
、
浅
学
非
才
を
顧
み
ず
宗
務
所

長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

「
愛
宗
護
法
」
の
思
い
新
た
に
責

務
を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
宗
務
副
所
長
を
は
じ
め
各
主

任
共
々
、
何
卒
ご
支
援
ご
協
力
の

程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
台
風
等
に
よ
る
暴
風
災

害
、
日
本
列
島
各
地
に
お
い
て
天

変
地
異
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
祈
り
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

幸
い
に
し
て
穏
や
か
に
過
ご
せ
て

い
る
方
々
に
は
、
常
日
頃
か
ら
災

害
へ
の
備
え
を
し
て
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
国
家
の

安
穏
と
皆
が
日
々
安
寧
に
暮
ら
せ

ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
り
ま
し
ょ
う
。

　
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

昨
年
十
月
に
御
即
位
を
内
外
に
宣

明
さ
れ
る
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」

に
臨
ま
れ
ま
し
た
。
天
台
宗
で
は
、

天
台
宗
・
比
叡
山
延
暦
寺
は
皇
室

と
深
い
ご
縁
で
結
ば
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
経
緯
か
ら
、
宗
祖
大
師
様

の
み
教
え
を
実
践
す
る
こ
と
を
誓

う
こ
と
こ
そ
、
新
天
皇
陛
下
の
御

即
位
を
寿
ぐ
こ
と
に
な
る
も
の
と

存
じ
、
桓
武
天
皇
柏
原
陵
へ
の
参

拝
後
、「
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
法

要
」
を
奉
修
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
七
月
に
開
催
し
ま

し
た
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
発

足
五
十
周
年
を
記
念
し
、
第
十
二

回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
群
馬

大
会
に
は
、
参
加
さ
れ
た
二
千
余

人
の
皆
様
の
心
の
中
に
残
る
大
会

が
執
行
で
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り

群
馬
教
区
　
　
　
　

檀
信
徒
会
連
盟
会
長

神
宮
　
直
仁

　
群
馬
教
区
檀
信
徒
の
皆
様
新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
台
風
に
よ
る
停
電
・

水
害
等
の
生
活
に
直
結
し
た
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
台
風

や
大
雨
等
の
自
然
災
害
の
巨
大
化

は
地
球
温
暖
化
に
原
因
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
私
達
も
日
々
の
生

活
を
見
直
し
、
温
暖
化
を
く
い
と

め
る
工
夫
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
さ
て
、
さ
る
七
月
十
一
日
に
は

群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
一
隅

運
動
」
発
足
五
十
周
年
記
念
、「
一

隅
を
照
ら
す
運
動
」
群
馬
大
会
が

実
施
さ
れ
、
二
千
名
も
の
方
々
に

御
礼
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
天
台
宗
で
展
開
し
て

お
り
ま
す
十
年
に
亘
る
祖
師
先

徳
鑽
仰
大
法
会
も
、
愈
々
来
年

の
宗
祖
大
師
様
の
千
二
百
年
大

遠
忌
に
む
け
て
、
宗
祖
大
師
様

の
ご
遺
徳
を
偲
び
報
恩
謝
徳
の

心
を
こ
め
て
、
宗
徒
檀
信
徒
一

丸
と
な
っ
て
進
ん
で
い
く
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
、
群

馬
県
民
の
日
・
十
月
二
十
八
日

に
、
御
本
山
比
叡
山
延
暦
寺
に

て
檀
信
徒
結
縁
潅
頂
と
伝
教
大

師
千
二
百
年
大
遠
忌
群
馬
教
区

法
要
を
奉
修
い
た
し
ま
す
。
菩

提
寺
御
住
職
様
を
通
し
て
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
人
間

と
し
て
仏
教
徒
と
し
て
、
日
々

信
仰
に
満
ち
た
心
豊
か
な
生
活

を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
く
、

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
こ
そ
風
雨
順
時
に
し
て
、

心
穏
や
か
な
幸
多
き
年
で
あ
る
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
宗
務
所

長
就
任
並
び
に
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
来
場
頂
き
、
成
功
裏
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
こ
と
大
会
副
会
長
と

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
十
年
間
に
亘
る
祖
師
先

徳
鑽
仰
大
法
会
も
、
根
本
中
堂
の

改
修
事
業
も
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、

事
業
遂
行
の
た
め
に
は
引
き
続
き

皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
五
年
に
一
度
の
大
法
要
　「
法ほ

っ
け華

大だ
い
え会

広こ
う
が
く
り
ゅ
う
ぎ

学
竪
義
」
が
比
叡
山
大
講
堂

で
十
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
法
華
経
の
内

容
に
つ
い
て
の
口
頭
試
問
で
、
天
台

宗
の
僧
侶
に
と
っ
て
は
、
大
事
な
試

験
で
す
。

　
特
に
中
日
の
四
日
に
は
、
大
講

堂
の
外
を
散
華
し
な
が
ら
の
大
行

道
、
新
し
く
探
題
・
已
講
と
い
う
天

台
宗
の
要
職
に
つ
い
た
二
人
の
九
十

才
を
越
え
る
高
僧
と
、
天
皇
陛
下
の

勅
使
が
殿
上
輿
に
乗
っ
て
三
方
向
か

ら
大
講
堂
前
に
集
ま
る
「
三
方
の
出

会
い
」
が
あ
り
、
そ
の
後
に
堂
内
へ
入

り
、
勅
使
に
比
叡
山
の
歴
史
や
教
え
を
、

子
供
が
四
組
（
二
人
一
組
）
で
説
明
す
る

「
稚ち

ご
ば
ん
ろ
ん
ぎ

児
番
論
議
」
が
あ
り
ま
し
た
。
稚
児

は
白
い
衣
姿
の
小
学
生
が
勤
め
、
そ
の
口

上
は
夏
休
み
を
返
上
し
た
丸
暗
記
の
猛
特

訓
の
成
果
と
緊
張
が
試
さ
れ
た
も
の
で
し

た
。
群
馬
教
区
か
ら
は
、
沼
田
部
実
相
院

の
大
岡
舜
和
法
嗣
が
勤
め
ま
し
た
。
口
上

と
節
回
し
は
、
大
人
に
も
難
解
で
あ
り
、

師
匠
の
指
導
は
「
と
に
か
く
覚
え
ろ
」
の

一
点
張
り
。
稚
児
の
永
き
に
渡
る
涙
ぐ
ま

し
い
努
力
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
そ
の
他
多
く
の
人
々
の
永
き
に
渡
る
支

え
に
よ
っ
て
、
こ
の
法
要
が
一
千
年
以
上

営
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
尊
さ
に
感
謝
す
る

次
第
で
す
。

　
当
山
は
西
暦
一
六
〇
七
年
に
総

社
城
主
の
秋
元
越
中
守
秋
元
長
朝

公
が
菩
提
寺
と
し
て
建
立
し
ま
し

た
。
山
号
は
秋
元
の
姓
よ
り
、
院

号
は
長
朝
公
の
法
号
江
月
院
殿
よ

り
、
寺
号
は
長
朝
公
の
母
公
の
法

シ
リ
ー
ズ
群
馬
の
寺
々
　
第
四
十
五
回

予　告
・
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会

　 

伝
教
大
師
一
二
〇
〇
年 

大
遠
忌

群
馬
教
区
法
要
奉
修

　
　
　
　
於 

比
叡
山
延
暦
寺

 

十
月
二
十
七
日（
火
）〜
二
十
九
日（
木
）

号
光
巌
院
殿
よ
り
、
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
本
尊
は
釈
迦
牟
尼
如
来
、
脇

士
に
文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
を

ま
つ
り
、
阿
弥
陀
如
来
、
観
世

音
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
等
の
尊
像

も
安
置
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
本

堂
（
一
一
〇
坪
）

は
文
政
三
年
、
庫

裏
（
一
二
〇
坪
）

が
文
化
十
年
の

再
建
で
百
七
十

年
以
上
経
過
し

て
い
ま
す
。

　
秋
元
家
の
御
廟

所
は
文
化
九
年
に

再
建
さ
れ
、
秋
元

家
累
代
の
位
牌
を

安
置
し
、
天
井
一

面
に
「
八
方
に
ら

み
」
の
龍
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
秋
元
長
朝
公
は
利
根

川
よ
り
水
を
引
い
て
天
狗
岩
用
水

を
開
さ
く
し
、
水
利
を
は
か
っ
た

の
で
、干
魃
の
心
配
は
な
く
な
り
、

肥
沃
な
水
田
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
領
民
は
そ
の
功
徳
を
忘

れ
難
く
、
そ
の
徳
を
慕
い
、
秋
元

氏
移
封
後
百
十
年
を
経
た
安
永
五

年
に
建
て
ら
れ
た
頌
徳
記
念
碑
の

「
力
田
遺
愛
碑
」
が
あ
り
、「
百
姓

等
建
」
と
い
う
思
い
切
っ
た
自
己

主
張
は
珍
し
い
こ
と
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

天
台
宗
檀
信
徒
祖
山
参
拝
研
修
会
に
参
加
し
て

天
台
宗
檀
信
徒
祖
山
参
拝
研
修
会
に
参
加
し
て

山
崎　

富
江

山
崎　

富
江

　
山
崎
家
に
嫁
い
で
三
十
年
余
り
が
経
ち
、
嫁

い
で
一
年
で
義
祖
母
、
十
五
年
前
に
義
父
、
五

年
前
に
義
母
を
見
送
り
ま
し
た
。
嫁
ぎ
先
が
天

台
宗
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
た
だ
知
っ
て

い
る
と
い
う
事
だ
け
で
全
く
感
心
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
の
研
修
も
観
光
気
分
で
あ
っ

た
事
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

非
日
常
の
写
経
、
坐
禅
、
結
縁
潅
頂
と
体
験
さ

せ
て
頂
き
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
天
台
宗
を
知
る

事
が
出
来
、
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
又
、
研
修

の
法
話
で
「
影
」
と
い
う
言
葉
が
頭
に
残
っ
て

い
ま
す
。
根
本
中
堂
の
「
不
滅
の
法
灯
」
を
見

た
時
、
も
っ
と
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
明
る
く
照
ら
す
と
い
う
事

は
影
が
出
来
て
し
ま
う
。
あ
の
明
る
さ
で
は
影

は
出
来
ず
、
私
達
を
平
等
に
照
ら
し
て
い
る
の

だ
と
自
分
な
り
に
解
釈
し
ま
し
た
。
又
、
日
々

の
生
活
の
中
で
不
平
不
満
を
言
は
ず
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
活
し
て
行
こ
う
と
思
い

　
私
は
、今
年
で
四
回
目
の
青
少
年
研
修
会
で
す
。

　
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
お
は
し
作
り
で
す
。
二
つ

目
は
、お
守
り
作
り
で
す
。
お
は
し
作
り
で
は
、

お
は
し
に
絵
を
か
き
ま
す
。
そ
し
て
、
お
守

り
作
り
で
は
、
ビ
ー
ズ
を
入
れ
た
り
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　
次
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
昼
食
で
す
。
昼

食
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
流
し
そ
う
め
ん
を
し

ま
し
た
。
お
肉
で
、一
番
お
い
し
か
っ
た
の
は
、

と
り
肉
で
す
。
流
し
そ
う
め
ん
は
、
上
の
方
で

そ
う
め
ん
を
と
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

　
き
の
う
の
夕
食
は
カ
レ
ー
で
、
か
ら
か
っ
た
か

ら
み
ん
な
、
水
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
駐
車
場
で
小

ま
す
。

　
私
達
の
こ
の
体
験
を
ま
ず
子
供
達
に
話

し
ま
し
た
。
又
、
機
会
が
あ
れ
ば
恩
行
寺
の

信
徒
の
皆
様
、
特
に
私
達
と
同
年
齢
の
方
々

に
お
話
し
さ
せ
て
頂
く
事
を
微
力
な
が
ら

努
力
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
群
馬
教

区
の
事
務
局
の
皆

様
、
檀
信
徒
の
先

輩
方
々
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

さ
い
バ
イ

ク
に
乗
っ

て
、
班
で

な
ら
ん
で
、

み
ん
な
で

き
ょ
う
そ

う
し
ま
し

た
。
そ
し

て
結
果
発

表
で
、
一
位
か
ら
五

位
ま
で
あ
っ
て
、
私

の
班
は
、
五
位
に
も

な
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
位
は
、
四
班

と
十
班
で
し
た
。

四
年　
四
年　

三
浦　

心
瑚

三
浦　

心
瑚

青
少
年
研
修
会
の
楽
し
か
っ
た
こ
と

青
少
年
研
修
会
の
楽
し
か
っ
た
こ
と

編
集
委
員
紹
介

編
集
委
員
長

富
岡
部

光
明
院

今
村
　
孝
道

編
集
委
員

西
前
橋
部

大
福
寺

轟
　
　
堯
順

高
崎
部

法
輪
寺

三
浦
　
興
優

桐
生
部

日
輪
寺

貝
瀬
　
真
洋

沼
田
部

観
音
寺

小
作
　
晃
胤

東
前
橋
部

東
壽
寺

青
柳
　
興
雅

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



「一隅を照らす運動」  三浦祐俊本部長挨拶

第12回 『一隅を照らす運動』 群馬大会 開催

祖師先徳鑽仰大法会

一隅を照らす運動発足 50周年記念一隅を照らす運動発足 50周年記念

示 

寂

八
月
一
日

南前橋部　安養院

青柳 晃敬 師

令
和
元
年

八
月
二
十
六
日

伊勢崎部　華藏寺

藤井 祐幹 師

令
和
元
年

十
月
三
日

世良田部　長光寺

大沢 亮智 師

令
和
元
年

新住職紹介

実践者表彰

開会式法楽

不滅の法燈 奉詠舞風景

園児による「しょうぐうさん体操」 綾小路きみまろ氏

地球救援募金贈呈

北原朱夏氏

露の団姫師

群 馬 天 台2020年／令和 2年 1月 1日 第 84号 群 馬 天 台2020年／令和 2年 1月 1日 第 84号

一隅を照らそう 一隅を照らそう

天
台
宗
群
馬
教
区
宗
務
所
長

長
福
寺
住
職

三

浦

祐

俊

天
台
宗
宗
議
会
議
員

満
勝
寺
住
職

原
　
　

徳

明

天
台
宗
宗
議
会
議
員

常
圓
寺
住
職

綾
小
路
　
乘
　
俊

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

遍
照
寺
住
職

長
谷
川
　
広
　
順

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

西
光
寺
住
職

谷
　
　

晃

昭

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

光
巌
寺
住
職

田

中

祥

順

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

妙
見
寺
住
職

小

川

晃

豊

天
台
宗
群
馬
教
区
役
職
員

天
台
宗
群
馬
教
区
宗
務
副
所
長

圓
龍
寺
住
職

真

木

興

空

同
　
　
　
　
　
　
財
務
主
任

三
光
院
住
職

安

田

孝

廉

同
　
　
　
　
　
　
教
務
主
任

遍
照
寺
住
職

榎

本

最

紳

同
　
　
　
　
　
　
社
会
主
任

正
法
院
住
職

藤

井

祐

心

同
　
　
　
　
　
　
庶
務
主
任

聖
徳
寺
住
職

薗
　
　
　
実
　
善

群
馬
教
区
教
学
布
教
法
儀
研
修
所
所
長

龍
性
寺
住
職

小

作

昌

隆

群
馬
教
区
地
方
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

藥
王
寺
住
職

千

葉

照

勲

天
台
宗
群
馬
教
区
議
会
議
員

議
　
長
　
　
　
　
多
野
部

恩
行
寺
住
職

竹

村

興

肇

副
議
長
　
　
　
　
高
崎
部

萬
福
寺
住
職

小

出

行

貴

議
　
員
　
　
　
　
南
前
橋
部

光
琳
寺
住
職

林
　
　
　
祐
　
進

同
　
　
　
　
　
　
北
前
橋
部

淨
土
院
住
職

宮
　
崎
　
興
　
法

同
　
　
　
　
　
　
西
前
橋
部

妙
音
寺
住
職

稲
　
岡
　
亮
　
順

同
　
　
　
　
　
　
富
岡
部

源
正
寺
住
職

纐
　
纈
　
晃
　
寛

同
　
　
　
　
　
　
北
群
馬
部

眞
光
寺
副
住
職

都
　
筑
　
玄
　
恭

同
　
　
　
　
　
　
沼
田
部

龍
泉
寺
住
職

小
　
山
　
宗
　
胤

同
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

正
圓
寺
住
職

鈴
　
木
　
正
　
英

同
　
　
　
　
　
　
東
前
橋
部

寶
禪
寺
住
職

高
　
橋
　
賢
　
靖

同
　
　
　
　
　
　
伊
勢
崎
部

正
觀
寺
住
職

觀
　
月
　
祐
　
真

同
　
　
　
　
　
　
世
良
田
部

永
徳
寺
住
職

小
　
林
　
静
　
順

同
　
　
　
　
　
　
下
仁
田
部

吉
祥
寺
住
職

加
　
藤
　
秀
　
樹

同
　
　
　
　
　
　
西
群
馬
部

福
泉
寺
住
職

橋
　
本
　
一
　
順

天
台
宗
群
馬
教
区
主
事

幹
　
事
　
　
　
　
富
岡
部

随
應
寺
住
職

桑
　
原
　
弘
　
順

副
幹
事
　
　
　
　
東
前
橋
部

慈
照
院
住
職

村
　
中
　
祐
　
邦

　
　
　
　
　
　
　
南
前
橋
部

法
蓮
寺
住
職

藤
　
田
　
祐
　
公

　
　
　
　
　
　
　
北
前
橋
部

明
聞
寺
住
職

青
　
柳
　
興
　
裕

　
　
　
　
　
　
　
西
前
橋
部

林
倉
寺
住
職

西
　
林
　
乘
　
仁

　
　
　
　
　
　
　
高
崎
部

法
森
寺
住
職

三
　
浦
　
興
　
寛

　
　
　
　
　
　
　
多
野
部

金
光
寺
住
職

平
　
泉
　
慶
　
人

　
　
　
　
　
　
　
北
群
馬
部

延
命
寺
住
職

寺
　
川
　
行
　
厚

　
　
　
　
　
　
　
沼
田
部

實
相
院
住
職

大
　
岡
　
玄
　
尚

　
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

榮
昌
寺
住
職

内
　
田
　
貞
　
淳

　
　
　
　
　
　
　
伊
勢
崎
部

華
藏
寺
住
職

藤
　
井
　
祐
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
世
良
田
部

長
樂
寺
住
職

高
　
橋
　
亮
　
秀

　
　
　
　
　
　
　
下
仁
田
部

昌
福
寺
住
職

市
　
川
　
周
　
栄

　
　
　
　
　
　
　
西
群
馬
部

蓮
華
寺
住
職

紺
　
野
　
元
　
嗣

天
台
宗
群
馬
教
区
各
種
団
体

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
本
部
会
長

龍
善
寺
住
職

門

倉

政

仁

群
馬
教
区
布
教
師
会
会
長

常
光
寺
住
職

堀

越

教

之

叡
山
講
福
聚
教
会
群
馬
本
部
本
部
長

西
光
寺
住
職

谷
　
　

晃

昭

群
馬
教
区
寺
庭
婦
人
会
会
長

禅
定
院
内
裏

飯
　
田
　
富
美
子

群
馬
天
台
青
年
会
会
長

觀
月
院
住
職

竹
　
田
　
暢
　
晋

天
台
宗
教
職
員
連
盟
群
馬
支
部
支
部
長

禪
養
寺
住
職

小
　
出
　
祥
　
弘

群
馬
教
区
保
育
連
盟
会
長

吉
岡
会
理
事
長

河

合

祖

信

群
馬
教
区
保
護
司
会
会
長

大
福
寺
住
職

轟
　
　

堯

順

群
馬
教
区
民
生
児
童
委
員
会
会
長

天
王
院
住
職

小

林

静

伸

群
馬
教
区
延
寿
会
会
長

禪
養
寺
前
住
職

小

出

晃

正

社
会
福
祉
事
業
推
進
協
議
会
会
長

藥
王
寺
住
職

千

葉

照

勲

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟

会
　
長
　
　
　
　
富
岡
部

隋
應
寺
檀
徒

神

宮

直

仁

副
会
長
　
　
　
　
西
前
橋
部

妙
見
寺
檀
徒

後

閑

賢

二

同
　
　
　
　
　
　
北
群
馬
部

遍
照
寺
檀
徒

平
　
形
　
昌
　
三

同
　
　
　
　
　
　
伊
勢
崎
部

華
藏
寺
檀
徒

川
　
端
　
　
　
護

監
　
事
　
　
　
　
南
前
橋
部

光
琳
寺
檀
徒

宇
津
木
　
克
　
彦

同
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

清
泉
寺
檀
徒

鈴
　
木
　
　
　
清

群
馬
教
区
伝
道
師
会
連
盟

会
　
長
　
　
　
　
北
群
馬
部

眞
光
寺
檀
徒

大

谷

卓

弥

副
会
長
　
　
　
　
北
前
橋
部

龍
蔵
寺
檀
徒

嶋

田
　
　

仁

同
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

天
王
院
檀
徒

今
　
泉
　
昭
　
二

監
　
事
　
　
　
　
南
前
橋
部

善
光
寺
檀
徒

持
　
田
　
泰
　
良

同
　
　
　
　
　
　
北
前
橋
部

珊
瑚
寺
檀
徒

関

口
　
　

宏

同
　
　
　
　
　
　
北
群
馬
部

眞
光
寺
檀
徒

松
　
村
　
　
　
旭

謹

賀

新

年

　
七
月
十
一
日
高
崎
市
「
群
馬
音
楽

セ
ン
タ
ー
」
に
於
い
て
、
檀
信
徒

二
千
余
名
が
集
ま
り
、第
十
二
回「
一

隅
を
照
ら
す
運
動
」
群
馬
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、「
一
隅
を
照
ら
す

運
動
」
発
足
五
十
周
年
の
記
念
大
会

で
、
三
浦
本
部
長
の
挨
拶
、
杜
多
宗

務
総
長
・
小
堀
延
暦
寺
執
行
の
祝
辞

の
後
、「
平
和
祈
願
法
要
」
と
な
り
、

福
聚
教
会
員
に
よ
る「
吉
慶
の
詠
歌
」

の
奉
詠
舞
・「
比
叡
山
仏
道
讃

仰
和
讃
」
の
奉
詠
、
群
馬
雅
楽

会
員
に
よ
る
「
越
殿
楽
」「
五

常
楽
」
の
奉
奏
が
あ
り
、
会
場

の
参
加
者
が
合
掌
す
る
中
、「
不

滅
の
法
燈
」
が
入
場
し
、
そ
の

前
で
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　
次
に
実
践
者
表
彰
と
な
り
、

永
年
に
亘
り
地
域
や
寺
院
事
業

に
協
力
し
、
清
掃
活
動
等
の
奉

仕
作
業
を
実
施
し
て
い
る
個
人

三
名
・
五
団
体
が
三
浦
宗
務
所

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
群
馬
教
区
保
育
連

盟
所
属
の
保
育
園
児
に
よ
る

「
し
ょ
う
ぐ
う
さ
ん
体
操
」
の

時
間
と
な
り
、
着
ぐ
る
み
の

「
し
ょ
う
ぐ
う
さ
ん
」
と
共
に

か
わ
い
い
園
児
た
ち
が
跳
ん
だ
り

は
ね
た
り
、
手
を
た
た
い
た
り
と
、

大
熱
演
の
体
操
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
休
憩
の
後
、「
一
隅
を
照
ら
す
運

動
」
広
報
大
使
の
露つ

ゆ

の
団ま

る
こ姫
師
に
よ

る
「
落
語
家
・
ま
る
こ
の
仏
道
修
行
」

と
い
う
落
語
風
記
念
講
演
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
①
と
し
て
、
昨
年
度
の
一

隅
年
次
大
会
で
講
演
を
さ
れ
た
北
原

朱
夏
氏
（
髙
橋
美
清
師
）
の
昭
和
・

平
成
の
懐
メ
ロ
を

主
と
し
た
「
歌
謡

シ
ョ
ー
」、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
②

は
、
綾
小
路
き
み

ま
ろ
師
匠
の
「
爆

笑
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
」

と
続
き
、「
中
高

年
夫
婦
」
の
会
話

を
笑
い
飛
ば
す
漫

談
に
会
場
が
爆
笑

の
る
つ
ぼ
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
森
定
慈
仁
「
一
隅
」
総

本
部
長
と
共
に
、「
生い

の
ち命
」（
あ
ら
ゆ

る
命
を
大
切
に
し
よ
う
）・「
奉ほ

う
し仕
」

（
み
ん
な
の
た
め
に
行
動
し
よ
う
）・

「
共き

ょ
う
せ
い生」（
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
よ

う
）
の
「
実
践
目
標
宣
誓
」
を
会
場

の
全
員
で
唱
和
し
、
地
球
救
援
募
金

贈
呈
の
後
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
此
の
大
会
で
の
浄
財
は
、

一
、一
五
四
、九
八
五
円
で
、
地
球
救

援
募
金
に
寄
付
さ
れ
た
こ
と
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

高
崎
部

萬
福
寺

小
出
行
圓
師

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
六
日

南
前
橋
部

安
養
院

青
柳
晃
玄
師

令
和
元
年
六
月
九
日

伊
勢
崎
部

華
藏
寺

藤
井
祐
順
師

令
和
元
年
八
月
二
日

（
群
馬
教
区
顧
問
・
元
宗
務
所
長
）

西
前
橋
部

林
倉
寺

西
林
乗
延
師

令
和
元
年
九
月
一
日

東
前
橋
部

應
昌
寺

山
本
堯
修
師

令
和
元
年
十
一
月
六
日

北
前
橋
部

龍
藏
寺

真
木
興
仙
師

令
和
元
年
十
一
月
八
日

（
元 

宗
議
会
議
員
）

　みなさん、こんにちは。
　本日は第 12 回「一隅を照らす運動」群馬大会に、御参加賜
り誠にありがとうございます。
　天台宗では、平成 24 年度より 10 年に亘る、祖師先徳鑽仰
大法会も、愈々２年後の宗祖伝教大師 1200 年大遠忌にむけ
て、お大師様のご遺徳を偲び、報恩謝徳の心をこめて、宗徒
檀信徒一丸となって、進んでいくところであります。
　群馬教区では、昭和 46 年・ここ群馬音楽センターを会場に、
長野善光寺大勧進都筑玄妙御貫主・中曽根康弘元内閣総理大
臣・平泉中尊寺今東光御貫主のお３人をお迎えし、第１回の
一隅大会を開催しております。
　あれから、48 年、「うるわしくなごやかな」新たな元号「令
和」を迎えた本年、「一隅を照らす運動」発足 50 周年を記念し、
お大師様のご精神を体して、「一隅を照らす運動」を推進し、
広く社会の精神生活の向上、浄仏国土の建設に精進すること
を目的として、これより本大会を開催致します。
　私達人間の豊かさは、「人の喜びを素直に喜べる人」、「人
の心の痛みがわかる人」、「人に対して優しさや思いやりがも
てる心豊かな人」だと思います。
　日々、このように努めて生活して参りたく、只今より、参
加者の皆様と共に「一隅を照らす」心をもう一度、見つめ直
す機会にし、本大会が皆様の心の中に残る大会になることを
念願して、御挨拶とさせて頂きます。
　本日は、御参加賜り誠にありがとうございます。


